
確かな学びと豊かな心･健やかな体をはぐくむ 学校力向上プラン【学校評価計画書】 
堺市立福泉南中学校 
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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～1月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

基
礎
基
本
の
定
着 

                 

学力低位層への継続的な指導及び

教育の質の向上 

数で少人数授業を行い、生徒の理解力向上に努め

たい。 

チャレンジテストで各教科中央値と

昨年度府平均との差を縮める。 

チャレンジテスト ２月～３月     

  

  

●グループ学習を展開し、お互いに聴き合い教え

合う活動の向上に努める。 

学力プロフィール等で思考・判断での

理解度向上を目指す。 

アンケート等 ２月～３月     

授

業

改

善 

「学びのコンパス」を活用した主体

的・対話的で深い学びの実現 

「堺STEAM ﾌﾞｯｸ」を活用して予測困

難な社会へ対応 

ICTの効果的活用により

Society5.0に対して的確に対応 

研修委員会を中核とした校内研修の充実 研修委員会と学力向上委員会の連携

による，教案メニューのｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟ。 

年度末反省 ３月    

 

 

 
●1 人１台のパソコンにより、ドリルコンテンツ

などを活用し、個別最適な学びを推進する。 

教員がTeamsを使用するなどタブレッ

トの効果的活用を可能とする。 

アンケート等 ２月～３月     

●授業主題を工夫し、主体的で対話的な深い学び

により意見交流活動を組織的に取り入れる。 

無回答率を昨年度より少なくする。 チャレンジテスト ２月～３月     

豊
か
な
心･

健
な
身
体
の
育
成 

心 

の 

教

育

の

充

実 

                    

 

教育活動全体を通じた人間教育の

推進 

道徳教育の体系的な推進による思

いやりの心の醸成 

年間計画に基づき、計画的継続的に道徳教育を推

進する。 

道徳教育を各学年で適正な時間数を

行う。 

授業記録 ２月       

●こころアンケートなどによるいじめの防止・早

期発見・早期解決を行う。 

いじめ発見後，迅速で適切な指導で半

年以内に解決を行う。 

こころアンケート 

問題行動調査 

学期ごと 

３月 

    

●小中連携の学校群と連動し，「考え，議論する道

徳」に向けた指導方法の工夫を行う。 

授業で生徒が，自己の生き方について

考えを深め，発言する。 

授業参観 

オープンスクール 

学期ごと 

２月 

    

運
動
習
慣
の
確
立 

体力向上のための取り組みの充実 

体育科を中心に，生徒が主体的に取り組め積極的

に体力向上が図れる内容を検討・推進する。 

生徒の，体力向上への意識を高める。 体力テスト 

学校保健委員会 

３月    

 

 

 
ガイドラインに則った，適正な部活動指導の推進 各部活動での平日１日・土日１日の休

日の確保。適正な練習時間の設定。 

アンケート等 

部活動保護者会 

２月     

地
域
協
働 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

 

地域や保護者と連携した学校運営

の推進 

ホームページやtetoruを活用して情報を発信し，

またオープンスクールの開催と併せて，地域に開

かれた学校づくりに努める。 

学校 HP の適宜更新。定期的な学校だ

よりの発行。その他必要な情報の，的

確な発信。 

アンケート等 ３月       

地域とともにある学校づくりをめざした「学校協

議会」の運営 

地域に開かれた学校として，生徒が楽

しく通えるよう多方面から意見をい

ただく。 

学校協議会の開催 ５月・３月     

「学び」の現状～仲間とともに学びあい、活用できる知識を習得する～ 

 毎年チャレンジテストにおいて，本校生は特に国語・数学で中央値が大阪府値を下回っていることが大きな課題であった。小中連携での情報

交換の際に，これが小学校からのつまずきが中学校でも継続していることが解明された。このことを受けて，学力低位層を中心に各教科で基礎学

習にあたる部分を復習しながら学力の向上を目指し，同時に中学校での学びを効果的に習得できるようグループでの学習を進め，中・上位層の学

力向上も図っていきます。また，教科学力の向上だけでなく，修得した知識を正しく，また的確に使えるよう，道徳や総合的な学習にも力を入れ，

生徒自身が「主体的で深い学びの推進」「集団の中で適切に意見表明できる力をつける」「修得した知識を正しく使い，社会に役立てる」「生徒自

身が地域の一員として，地域活動に積極的に参加する」といったことに積極的に関わっていける姿勢を醸成していく。 

「健全な身体と心の育成」の現状 

 本校生への学校アンケートの結果において，「学校に行くのが楽しい」に対する肯定回答率が毎年上昇しているところである。令和６年度も，そ

の傾向は上昇率が大きいものであった。学校という場所が，手段生活を通じて友人たちと対人関係を育む貴重な機会であると同時に，心身の健康

の向上に良い影響を強く与える場所であると認識されていると考えられる。今年度も，引き続き道徳や総合的な学習での人間関係づくりに重点を

置き，健全な肉体と心の育成並びに積極的な生徒指導によりいじめの防止を図っていく。不登校生徒への対応については，生徒の気持ちに寄添い

ながら傾聴を重ね，保護者との連絡も密にしながら関係構築に努めていく。生徒の健全な身体の成長では，運動の機会を徐々に増やすと同時に，

成長期に適切な負荷の運動を取り入れ，運動することへの喜び・体力の向上・健康的な生活習慣の確立に努めていく。 

  

 

令和７年度 重点目標  

知徳体の調和のとれた心豊かでたくましい人間の育成 ～ゆめや目標に向かって 自ら未来を切り拓くことのできる生徒の育成～ 

 

校長より（年度末） 学校関係者評価者から（年度末） 

（様式⑦-１小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

 豊かな心で人と協力し，将来の夢の実現に向けて努力する子ども 


